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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年６月期第１四半期 1,193 1.8 13 △27.0 27 19.9 20 28.2

2024年６月期第１四半期 1,172 △13.1 18 △19.0 23 △20.8 15 △21.1

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年６月期第１四半期 28.54 －

2024年６月期第１四半期 22.27 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年６月期第１四半期 6,163 3,233 52.5 4,569.72

2024年６月期 6,119 3,234 52.9 4,571.59

（参考）自己資本 2025年６月期第１四半期 3,233百万円 2024年６月期 3,234百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年６月期 － 0.00 － 37.50 37.50

2025年６月期 －
2025年６月期（予想） 0.00 － 37.50 37.50

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 2,344 0.9 36 879.4 43 194.7 30 912.9 42.40

通期 4,600 1.7 42 － 51 － 35 － 49.46

１．2025年６月期第１四半期の業績（2024年７月１日～2024年９月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年６月期の業績予想（2024年７月１日～2025年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年６月期１Ｑ 831,682株 2024年６月期 831,682株

②  期末自己株式数 2025年６月期１Ｑ 124,082株 2024年６月期 124,082株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年６月期１Ｑ 707,600株 2024年６月期１Ｑ 707,600株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】２ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、物価上昇による消費マインドの低迷、急激な円安の進行や長期化

するウクライナ情勢をはじめとした、不安定な世界情勢等の影響から資源価格が高騰する等、依然として経済の先

行きについて不透明な状況が続いております。

住宅市場におきましては、国土交通省が発表している建築着工統計調査報告において、持家着工戸数が前年同月

比において34カ月連続で下落するなど、依然として低い水準で推移しております。また、住宅ローン減税等の住宅

取得に伴う負担軽減政策があるものの、円安・資源価格の高騰による住宅価格の上昇等、引き続き厳しい状況が続

いております。

このような状況の中、当社は、主力製品である「ＣＥＲＡＭシリーズ」「ＳＨＩＮＴＯかわらＳ」の拡販や新規

顧客の掘り起こしの他、ＹｏｕＴｕｂｅやＬＩＮＥ等のＳＮＳを活用した商品ＰＲやＷｅｂ会議型アプリを使用し

たリモート営業等、積極的な営業活動に努めてまいりました。また、2024年1月に札幌証券取引所本則市場へ当社株

式を上場し、北海道・東北地方を中心に認知度のさらなる向上及び拡販にも努めてまいりました。その結果、売上

高1,193百万円（前年同期比21百万円増加）となりました。

利益面におきましては、原油価格高騰による製造コスト上昇や、円安による商品の仕入コスト増加等に対して、

販売価格への転嫁を行ってまいりました。また、工程管理の強化や効率生産を行ってまいりましたが、製造・仕入

れコスト増加の影響が大きく、売上総利益219百万円（前年同期比0百万円減少）、営業利益13百万円（前年同期比5

百万円減少）、経常利益27百万円（前年同期比4百万円増加）、四半期純利益20百万円（前年同期比4百万円増加）

となりました。

なお、当社は瓦製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメントとの関連は記載しておりません。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前事業年度末と比較して54百万円増加し、2,491百万円となりました。これは主に、現金及び預金

が22百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が13百万円、電子記録債権が14百万円増加したこと等によるものであ

ります。

固定資産は、前事業年度末と比較して10百万円減少し、3,672百万円となりました。これは主に、有形固定資産

が16百万円減少したこと等によるものであります。

この結果、総資産は、前事業年度末と比較して44百万円増加し、6,163百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末と比較して91百万円増加し、2,486百万円となりました。これは主に、買掛金が107百

万円増加したことに対して、電子記録債務が24百万円、短期借入金が22百万円減少したこと等によるものでありま

す。

固定負債は、前事業年度末と比較して45百万円減少し、443百万円となりました。これは主に、長期借入金が43

百万円減少したこと等によるものであります。

この結果、負債合計は、前事業年度末と比較して45百万円増加し、2,930百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、四半期純利益が20百万円となり、剰余金の配当が26百万円あったこと等により、1百万円減少の

3,233百万円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年６月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、新設住宅着工戸数の推移や原油価額の

動向等不確定要素があるものの、現時点では2024年８月２日に公表しました決算短信の業績予想に変更はございま

せん。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年６月30日)

当第１四半期会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 276,180 298,394

受取手形、売掛金及び契約資産 702,065 715,224

電子記録債権 177,306 192,087

商品及び製品 1,181,397 1,189,040

仕掛品 12,096 11,930

原材料及び貯蔵品 58,729 55,896

その他 30,936 31,014

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 2,436,713 2,491,587

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 643,847 628,959

機械装置及び運搬具（純額） 71,370 67,427

土地 2,717,187 2,717,187

その他（純額） 83,038 85,268

有形固定資産合計 3,515,443 3,498,843

無形固定資産 4,073 4,045

投資その他の資産

投資有価証券 116,916 124,246

その他 46,123 44,913

投資その他の資産合計 163,039 169,160

固定資産合計 3,682,556 3,672,049

資産合計 6,119,270 6,163,637

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年６月30日)

当第１四半期会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 247,321 355,253

電子記録債務 213,109 189,087

短期借入金 1,644,348 1,621,618

未払法人税等 － 1,425

賞与引当金 5,661 21,040

その他 284,048 297,738

流動負債合計 2,394,488 2,486,162

固定負債

長期借入金 179,003 135,737

退職給付引当金 181,272 180,285

資産除去債務 39,542 39,776

繰延税金負債 12,160 14,320

その他 77,949 73,821

固定負債合計 489,928 443,940

負債合計 2,884,416 2,930,102

純資産の部

株主資本

資本金 412,903 412,903

資本剰余金 348,187 348,187

利益剰余金 2,542,476 2,536,135

自己株式 △125,253 △125,253

株主資本合計 3,178,314 3,171,972

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 56,539 61,561

評価・換算差額等合計 56,539 61,561

純資産合計 3,234,853 3,233,534

負債純資産合計 6,119,270 6,163,637

- 4 -

新東株式会社（5380）　2025年６月期　第１四半期決算短信



（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2024年７月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 1,172,420 1,193,527

売上原価 952,065 973,867

売上総利益 220,354 219,660

販売費及び一般管理費 201,675 206,030

営業利益 18,678 13,629

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 1,298 1,408

受取運送料 3,285 14,504

その他 3,959 1,916

営業外収益合計 8,544 17,832

営業外費用

支払利息 3,391 2,838

為替差損 － 723

その他 575 10

営業外費用合計 3,966 3,572

経常利益 23,255 27,889

特別利益

固定資産売却益 － 3,353

特別利益合計 － 3,353

特別損失

固定資産除却損 － 450

特別損失合計 － 450

税引前四半期純利益 23,255 30,793

法人税等 7,500 10,600

四半期純利益 15,755 20,193

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

- 5 -

新東株式会社（5380）　2025年６月期　第１四半期決算短信



（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用の計算

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自2023年７月１日　至2023年９月30日）

　当社は、瓦製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自2024年７月１日　至2024年９月30日）

　当社は、瓦製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自　2023年７月１日

至　2023年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年７月１日

至　2024年９月30日）

減価償却費 25,073千円 25,535千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年11月８日

新東株式会社

取締役会　御中

栄監査法人

　名古屋事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 林　浩史

指定社員
業務執行社員

公認会計士 高原　輝

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている新東株式会社の2024年７月１日から2025年６月30日ま

での第62期事業年度の第１四半期会計期間（2024年７月１日から2024年９月30日まで）及び第１四半期累計期間（2024年

７月１日から2024年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記に

ついて期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ

の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確

実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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